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 6 月 11 日、雨降山ともいわれている大山の麓にある霊園の空は薄雲に覆われていました。丹

沢山系から霧が流れ、山々に神秘的な陰影を与えています。また、杉木立にかかる霞は参道を湿

らせ、森閑とした山道かのようでした。母は大山の姿に故郷の山を覚え、また、真っ直ぐ、スッ

キリと天に向かう杉並木が気に入ったようで、故郷の墓地からこの霊園に改葬したのでしょう。

けれども、運転をやめたら気軽に行ける場所とは言えないと愚痴りたくなります。 

霊園を出て、今度は祝結婚記念日、と切り替え、私たちは山から海へと南に向かいます。私は

結婚後すぐに運転免許を取得しました。生来、乗り物好きな私には車は頼りになる相棒のような

存在です。通過していく道沿いには、こんな所にこんな物が、といつも興味深々となります。 

結婚した頃、私たちは多忙でした。友人が手配してくれて、新婚旅行先は伊豆でした。という

わけで、伊豆は懐かしい場所ですが、伊豆半島はかなり広く、奥深いです。半島の入口にある湯

河原の保養所の優待券を今回は恩師から頂きましたので、早速それを利用することにしました。 

海を眼の前にすれば、夫は大喜びで、釣り場を探します。これまでは岩場だろうが、崖下だろ

うが、躊躇なく出かけていましたが、最近は足元がおぼつかなくなりました。ひょろひょろ、よ

たよた、よろよろ、おっとっと！それで、安定した足場でなければなりません。それだけではな

く、大海原を見渡せるロケーションが必須とのことです。 

 

いくつか漁港付近を探しましたが、なかなか適

する場所が見つかりません。やがて、川奈の崖

下の細い道を走って見つけたのがいるか浜漁

港でした。ここは目の前に、広々と相模湾が広  

がり、遥かに初島を望む美しい場所でした。小さな漁港で、こぢんまりと、海水浴場、半円形の 

 

突堤、ベンチ、駐車場が完備し

ています。かつてはイルカ漁

が行われていたそうです。海

は凪でした。突堤には老若男

女の太公望たちが真剣に海に

竿を出しています。  

 

ここの足場は最高に見えました。夫は空い

ている場所を確保し、準備に入りました。私

は他所様に、「釣れますか」と聞いてまわり 

ましたが、「何も」という答え。素敵な釣り場を見つけられたので、私は大満足でした。夫を突

堤に残し、私は車に戻り、読書に耽ります。ともあれ、夫は「餌やり」と称していますので、問

題はありません。セッセと餌を放り込んだはずです。しばらくして、携帯が鳴り、終了とのこと。

行って見たら、釣果は 5cmのフグ一匹とのことで、海に放したそうです。ご苦労さまでした。 

夫は「わたしについて来なさい。人間をとる漁師にしよう」（マタイ 4:19）との御言葉に従っ

て人生をかけて歩いて来ることができました。感謝すべき人生ではなかったでしょうか。 


